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読
破
し
た
と
い
う
人
や
、
古
い
「
樹
座
」
の

座
員
で
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
の
存
在
を
最
近
に

な
っ
て
知
り
、
入
会
し
た
と
い
う
人
な
ど
、

皆
で
拍
手
。

　

会
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
福
引
き
大
会
。

景
品
は
遠
藤
先
生
の
各
種
文
庫
本
や
加
賀
会

長
と
黒
井
顧
問
の
著
書
。
ま
た
遠
藤
グ
ッ
ズ

に
ク
ッ
キ
ー
、
キ
ャ
ン
デ
ー
な
ど
。
会
費
と

引
き
換
え
に
引
い
た
く
じ
番
号
に
よ
っ
て
、

何
が
当
た
る
か
、
あ
る
い
は
ハ
ズ
レ
か
。

　

そ
の
あ
と
は
、
旧
樹
座
の
座
員
（
三
幹
事

以
下
の
10
名
ほ
ど
）
を
中
心
に
「
樹
座
讃
歌
」

（「
モ
ン
パ
リ
」
の
替
え
歌
）
を
大
合
唱
。
賑

や
か
な
う
ち
に
午
後
３
時
と
な
り
、
宮
辺
幹

事
の
七
月
の
「
殺
陣
ク
ラ
ブ
」
公
演
の
案
内

や
、加
藤
幹
事
の
行
事
案
内
な
ど
も
あ
っ
て
、

余
韻
を
残
し
つ
つ
、
閉
会
と
な
っ
た
。

（
記
／
高
橋
千
劔
破
）　

写
真
／
田
村
百
合
子

に
残
っ
た
。
飲
み
物
は
ビ
ー
ル
に
ワ
イ
ン
に

ウ
ー
ロ
ン
茶
、
日
本
酒
、
焼
酎
。

　

飲
ん
で
食
べ
て
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、

黒
井
千
次
顧
問
の
あ
い
さ
つ
。「
毎
年
、
加

賀
会
長
が
、
訳
の
判
ら
な
い
こ
と
を
長
々
と

話
す
の
で
、
自
分
は
そ
れ
を
判
り
や
す
く
ま

と
め
て
皆
さ
ん
に
伝
え
る
、
と
い
う
こ
と
を

し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
今
年
は
会
長
が
何
も

話
さ
な
い
の
で
自
分
も
話
す
こ
と
が
な
い
」

と
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
述
べ
た
。
そ
こ
で
会
員
で

声
楽
家
の
宮
野
麻
紀
さ
ん
が
花
束
を
贈
呈
。

「
え
っ
何
？
」
と
い
う
黒
井
顧
問
に
、
文
化

功
労
者
の
お
祝
い
で
す
、
も
う
一
つ
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
、
と
加
藤
幹
事
。
黒
井
顧

問
を
歌
で
祝
福
と
い
う
趣
向
。
歌
う
の
は
旧

劇
団
「
樹
座
」
の
座
員
で
あ
っ
た
林
良
子
さ

ん
。
ピ
ア
ノ
は
水
島
茉
由
さ
ん
。
曲
目
は
歌

劇
「
椿
姫
」
の
中
の
「
乾
杯
の
歌
」
と
唱
歌

の
「
早
春
賦
」、
澄
ん
だ
歌
声
が
会
場
を
わ

た
り
、黒
井
顧
問
も
満
面
の
笑
み
。
つ
い
で
、

新
入
会
員
の
紹
介
。
五
人
が
壇
上
に
上
が
っ

て
「
遠
藤
周
作
と
自
分
」
に
つ
い
て
述
べ
た
。

三
年
前
、五
十
代
の
後
半
に
な
っ
て
『
沈
黙
』

に
出
合
い
、
以
後
ほ
と
ん
ど
の
遠
藤
作
品
を

名
誉
教
授
だ
が
、
何
と
名
古
屋
の
陸
軍
幼
年

学
校
の
と
き
か
ら
の
同
級
生
。

　

料
理
は
、オ
ー
ド
ブ
ル
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ナ
ポ
リ
タ

ン
と
ケ
ッ
チ
ャ
ッ
プ
味
の
エ
ビ
ピ
ラ
フ
、

ソ
ー
ス
焼
き
そ
ば
、
日
本
そ
ば
、
鶏
の
か
ら

揚
げ
。
ナ
ポ
リ
タ
ン
と
エ
ビ
ピ
ラ
フ
が
最
後

　

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）
２
月
１
日
（
日

曜
日
）、
東
京
一
ツ
橋
の
「
如
水
会
館
」
で

恒
例
の
周
作
ク
ラ
ブ
新
年
会
が
開
か
れ
た
。

晴
天
で
は
あ
っ
た
が
、
北
風
が
冷
い
寒
い
日

で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
会
場
内
は
ぽ
か
ぽ
か

と
暖
か
く
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
に
満
ち
て
い
た
。
出
席
者
約
60
名
、

全
員
着
席
で
あ
る
。

　

定
刻
を
10
分
ほ
ど
過
ぎ
た
12
時
40
分
、
亀

岡
園
子
さ
ん
の
司
会
で
開
会
と
な
っ
た
。
ま

ず
は
、
加
賀
乙
彦
会
長
の
挨
拶
。
長
め
の
ス

ピ
ー
チ
が
恒
例
だ
が
、
何
と
今
年
は
、
加
藤

宗
哉
幹
事
の
「
で
き
る
だ
け
短
く
」
と
い
う

お
願
い
が
き
い
た
の
か
、
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。「
文
章
も
書
け
ば
長

く
な
る
。
話
す
と
い
う
こ
と
は
文
章
を
書
く

こ
と
と
同
じ
で
、
や
は
り
長
く
な
る
。
よ
っ

て
今
日
は
話
さ
な
い
」
と
。

　

に
こ
や
か
に
壇
を
下
り
た
会
長
に
、
皆
で

拍
手
。
早
く
咽
喉
を
う
る
お
し
た
い
し
、
ご

馳
走
も
食
べ
た
い
。
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
を
楽

し
み
に
、
朝
食
を
食
べ
ず
に
来
た
人
も
い
る

に
ち
が
い
な
い
。
と
も
あ
れ
乾
杯
。
発
声
は

磯
見
辰
典
会
員
。「
遠
藤
さ
ん
を
偲
ぶ
な
ら

献
杯
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
け
ど
、
ま
ず
は
乾

杯
」と
い
う
こ
と
で
開
宴
と
な
っ
た
。
な
お
、

磯
見
さ
ん
は
、
加
賀
会
長
と
同
じ
上
智
大
学

歌う林良子さん

旧樹座の座員たちによる「樹座讃歌」合唱

　

報
告
―
―
２
０
１
５
年
周
作
ク
ラ
ブ
新
年
会

飲
ん
で
食
べ
て
歌
っ
て
騒
い
で
賑
や
か
に

老
い
も
若
き
も
一
つ
に
な
っ
て
楽
し
く


